
 

 

1944（昭和 19）年４月５日，同窓生の見送りを受け校門を進発
し，通年勤労動員先に向かう都立浅草女子商業学校の生徒。 
（『アサヒグラフ昭和 19 年５月３日号』より） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

               

 

  

学
徒
勤
労
動
員
・
学
徒
出
陣 

1941(

昭
和
16)

年
12
月
８
日
、
日
本
は
ア
ジ

ア
太
平
洋
戦
争
に
突
入
、
戦
局
の
進
展
と
と
も

に
、
軍
に
動
員
さ
れ
る
国
民
が
増
加
し
、
産
業

界
の
労
働
力
は
減
少
す
る
一
方
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
学
徒
の
労
働
力
が
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
1943

年
３
月
に
は
、｢

中
学
校

規
程｣

に
よ
り
、
修
業
年
限
が
５
年
か
ら
４
年

に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
【
1945

年
３
月
卒
業
生
か
ら
。

土
浦
中
学
で
は
45
・
46
回
生
が
４
年
修
了
で

繰
り
上
げ
卒
業
と
な
っ
た
。
】。
更
に
同
年
６
月
、

東
条
内
閣
に
お
い
て｢

学
徒
戦
時
動
員
体
制
確

立
要
綱｣

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
要
綱
の

狙
い
は
、
学
徒
の
戦
時
動
員
体
制
を
確
立
し
て
、

｢

有
事
即
応
ノ
態
勢｣

に
置
く
こ
と
及
び｢

勤
労

動
員
ヲ
強
化｣

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。｢

有

事
即
応
ノ
態
勢｣

に
置
く
と
は
、
学
徒
の
軍
事

に
関
す
る
能
力
を
高
め
、
国
土
防
衛
に
直
接
参

加
さ
せ
る
た
め
に
学
校
報
国
隊
の
機
能
を
強

化
し
、
戦
技
・
特
技
・
防
空
の
訓
練
の
徹
底
を

図
る
こ
と
、
女
子
に
つ
い
て
は
、
戦
時
救
護
の

訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、｢

勤

労
動
員
ヲ
強
化｣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
食
糧

増
産
・
国
防
施
設
建
設
・
緊
急
物
資
生
産
・
輸

送
力
増
強
が
図
ら
れ
、
国
民
学
校
高
等
科
・
中

等
学
校
・
女
学
校
以
上
の
生
徒
や
学
生
を
工
場

や
農
村
に
動
員
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
低
学
年
は
農
村
に
、
高
学
年
は
軍

需
工
場
に
動
員
さ
れ
、
学
徒
た
ち
は
、
鉛
筆
や

ペ
ン
を
鋤
や
ハ
ン
マ
ー
に
代
え
て
働
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

戦
局
の
悪
化
に
応
じ
て
、
政
府
は
、
1943

年
10

月
、｢

教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策｣

を
立
案
し
、
学
校
の
整
理
統
合
と
修
業
年
限
の

短
縮
、
戦
時
勤
労
動
員
の
強
化
等
の
措
置
を
閣

議
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
1941

年
２

月
以
降
、
30
日
以
内
と
さ
れ
て
き
た
勤
労
動

員
が
、｢

教
育
実
践
ノ
一
環｣

と
し
て
、｢

在
学

期
間
中
一
年
ニ
付
概
ネ
三
分
ノ
一
相
当
期
間｣

に
亙
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
10
月
１
日
、｢

在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例

(

勅
令
第
755
号)

｣

が
公
布
さ
れ
て
、
理
工
系
と

教
員
養
成
系
と
を
除
く
文
科
系
の
高
等
教
育

諸
学
校
在
学
生
の
徴
兵
延
期
措
置
が
撤
廃
さ

れ
、
20
歳
以
上
の
文
科
系
学
生
が
在
学
途
中

で
徴
兵
さ
れ
入
隊
、
出
征
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
第
１
回
学
徒
兵
入
隊
を
前
に
し
た
1943
年

10
月
21
日
、
東
京
の
明
治
神
宮
外
苑
競
技
場

で
は
、
文
部
省
学
校
報
国
団
本
部
の
主
催
に
よ

る
出
陣
学
徒
壮
行
会
が
開
か
れ
、
東
条
英
機
首

相
・
岡
部
長
景
文
相
ら
の
出
席
の
下
、
関
東
地

方
の
入
隊
学
生
を
中
心
に
７
万
人
が
集
結
、
分

列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

学
業
半
ば
で
出
陣
し
た
学
徒
兵
の
数
は
、
全

国
で
20
数
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
学

徒
兵
は
陸
海
軍
部
隊
に
配
属
さ
れ
、
短
期
の
訓

練
を
受
け
て
、
中
国
大
陸
や
南
方
戦
線
、
南
太

平
洋
等
の
前
線
に
送
ら
れ
、
多
く
の
戦
死
者
を

出
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
没
学
生
た
ち
の
手
記

『
き
け 

わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
が
戦
後
1949(

昭

和
24)

年
に
出
版
さ
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

り
ま
し
た
。 

1943

年
度
、
土
浦
中
学
で
は
、
例
年
の
と
お
り

全
学
年
で
、
６
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
の
間

に
４
日
間
、
10
月
26
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で

の
間
に
８
日
間
の
農
繁
期
勤
労
奉
仕
作
業
を

行
い
ま
し
た
。 

農
繁
期
勤
労
作
業
は
、
地
区
ご
と
に
班
を
編

成
し
、
５
年
生
が
班
長
と
な
っ
て
統
率
し
、
班

単
位
で
行
動
し
ま
し
た
。
朝
、
決
め
ら
れ
た
場

所
に
集
ま
っ
て
指
示
を
受
け
、
６
月
に
は
麦
刈

り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
起
こ
し
、
秋
は
サ
ツ
マ
イ
モ

掘
り
、
稲
刈
り
等
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

２
・
３
月
の
勤
労
奉
仕
【
１
年
生
４
日
間
、

２
・
３
年
生
６
日
間
、
４
年
生
７
日
間
】
は
土

地
改
良
作
業
で
し
た
。 

２
・
３
年
生
の
場
合
に
は
、
土
浦
・
美
並
・

安
飾
・
下
大
津
・
藤
沢
・
志
士
庫
・
佐
谷
に
行

き
ま
し
た
が
、
土
浦
・
下
大
津
へ
は
通
い
、
そ

の
他
へ
は
前
日
に
出
発
し
農
家
に
宿
泊
し
ま

し
た
。
こ
の
時
は
、
暗
渠
排
水
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
排
水
を
よ
く
す
る
た
め
、
田
を
胸
く
ら

い
の
深
さ
に
ま
で
掘
り
、
そ
こ
に
粗
朶
【
そ
だ 

切
り
取
っ
た
木
の
枝
】
や
孟
宗
竹
を
入
れ
る
と

い
う
重
労
働
で
し
た
。
仕
事
が
終
わ
る
と
、
大

き
な
農
家
に
集
ま
っ
て
夕
食
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
農
家
の
人
々
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
精
一
杯
の
も
て
な
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

｢

ひ
も
じ
い
時
、
腹
一
杯
食
べ
た
銀
め
し
の
味
、

こ
れ
は
一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。｣

と
、
中
学

46
・
47
回
生
の
卒
業
30
周
年
記
念
誌
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
、
土
浦
海
軍
航
空
隊
適
性
部
で
の
造

成
工
事
【
４
・
５
年
生
が
夏
休
み
中
に
１
週
間

ほ
ど
】
や
土
浦
海
軍
航
空
隊
で
の
整
地
作
業

【
３
・
４
年
生
が
８
月
１
日
に
】
、
更
に
は
、

霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
で
の
草
刈
作
業
【
全
学
年

で
12
月
26
日
に
】
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。 

動
員
強
化 

1944(

昭
和
19)

年
１
月
、
政
府
は
、
激
増
の
見

込
ま
れ
る
労
務
需
要
に
応
じ
る
た
め
、｢

緊
急

国
民
勤
労
動
員
方
策
要
綱｣

と｢

緊
急
学
徒
勤

労
動
員
方
策
要
綱｣

と
を
同
時
に
閣
議
決
定
し

ま
し
た
。
こ
の
要
綱
で
は
、
学
徒
動
員
を｢

勤

労
即
教
育
ノ
本
旨
ニ
徹
シ｣

て
強
化
し
、｢

動
員

期
間
ハ
一
年
ニ
付
概
ネ
四
ケ
月
ヲ
標
準
ト
シ

且
継
続
シ
テ｣

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
前
年
10
月
に
決
定
し
た｢

教
育
ニ
関
ス
ル

戦
時
非
常
措
置
方
策｣

と
内
容
的
に
は
同
様
の

も
の
で
し
た
が
、
そ
の
動
員
期
間
が
断
続
す
る

も
の
で
は
な
く｢

継
続｣

す
る
も
の
で
あ
り
、
動

員
の
性
格
が
従
来
の｢

教
育
実
践
ノ
一
環
ト
シ

テ｣

の
勤
労
動
員
か
ら｢

勤
労
即
教
育｣

(注 1)

の
勤

労
動
員
と
さ
れ
た
点
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。 

土
浦
中
学
で
も
、
同
年
４
月
か
ら
勤
労
作
業

が
強
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
４
・
５
年
生
は

第
１
回
が
４
月
７
日
か
ら
18
日
ま
で
の
間
に

９
日
間
【
４
年
生
は
８
日
間
】、
海
軍
病
院
【
現

国
立
病
院
機
構
霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー
】
で
の

防
空
壕
造
成
や
土
浦
駅
で
の
軍
用
品
の
積
み

降
ろ
し
に
従
事
し
、
一
部
の
生
徒
は
荒
川
沖
駅

や
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
で
の
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
第
２
回
は
４
月
26
日
か
ら
５
月
２
日

ま
で
の
間
に
５
日
間
で
し
た
が
、
作
業
内
容
は

不
明
で
す
。
第
３
回
が
５
月
10
日
か
ら
16
日

の
間
に
６
日
間
、
土
浦
駅
で
の
作
業
と
新
川
で
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戦時下の土浦中学生 ７  ～学徒勤労動員～ 

学徒勤労動員又は学徒動員とは、アジア太平洋戦争末期の
1943(昭和 18)年以降の深刻な労働力不足を補うために、中等学校

以上の生徒や学生が軍需産業や食糧生産に動員されたことを言いま
す。1944 年からは通年の動員となり、旧制中学校や女学校の殆どの
授業が割愛されました。終戦直前の 1945 年７月の動員数は全国で

343 万人に上っています。 

文中の【  】内は筆者による注記です。 

月刊 
（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 



 

 

土浦中学生が勤労作業に従事した旧海
軍病院跡地。現霞ヶ浦医療センター。 
敷地内には，正門（上）や旧海軍を示す
「いかり」が刻まれた消火栓（右）など，
往時の遺構がいくつか残っている。 

の
作
業
と
が
行
わ
れ
、
第
４
回
は
５
月
29
・

30
・
31
日
の
３
日
間
、
航
空
隊
で
の
除
草
作

業
で
し
た
。
第
５
回
は
５
年
生
の
み
で
６
月

26
日
か
ら
30
日
ま
で
の
５
日
間
、
陸
軍
西
筑

波
飛
行
場
【
現
つ
く
ば
市
作
谷
一
帯
】
に
宿
泊

し
て
除
草
作
業
に
当
た
り
ま
し
た
。
７
月
８
日

か
ら
の
通
年
動
員
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
３
ヶ

月
間
の
動
員
日
数
は
、
５
年
生
が
28
日
、
４

年
生
が
21
日
で
、
作
業
は
ク
ラ
ス
単
位
或
い

は
ク
ラ
ス
内
の
班
単
位
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

３
年
生
は
、
第
１
回
が
４
月
20
日
か
ら
24

日
ま
で
の
間
に
４
日
間
で
、
第
一
海
軍
航
空
廠

で
の
貨
車
か
ら
の
石
炭
降
ろ
し
、
自
動
車
か
ら

の
荷
降
ろ
し
、
レ
ー
ル
運
び
作
業
等
で
し
た
。

第
２
回
は
５
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
の
６
日

間
で
、
第
３
回
が
５
月
17
日
か
ら
27
日
ま
で

の
間
に
６
日
間
、
と
も
に
内
容
は
不
明
で
す
。

第
４
回
が
８
月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
の
４
日

間
、
霞
ヶ
浦
造
船
所
、
海
軍
病
院
、
中
川
ヒ
ュ

ー
ム
管
、
丸
通
会
社
、
土
浦
駅
、
赤
池
作
業
場

等
で
の
作
業
。
第
５
回
が
10
月
25
日
か
ら
11

月
２
日
ま
で
の
間
に
７
日
間
、
秋
季
勤
労
奉
仕

作
業
で
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
。
作
業
終
了
後
に
サ

ツ
マ
イ
モ
持
参
で
通
年
動
員
中
の
４
・
５
年
生

を
慰
問
。
第
６
回
が
１
月
８
日
か
ら
19
日
ま

で
の
間
に
11
日
間
、
作
業
場
所
は
第
４
回
に

同
じ
。
合
計
38
日
の
勤
労
奉
仕
で
し
た
【
作

業
内
容
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
も
の
が
多
い
。
】。 

              

１
・
２
年
生
は
、
例
年
の
と
お
り
、
６
月
20

日
か
ら
30
日
の
間
に
８
日
間
、
10
月
25
日
か

ら
11
月
２
日
ま
で
の
間
に
【
日
数
は
不
明
】

農
繁
期
援
農
作
業
を
行
い
、
そ
の
他
、
８
月
22

日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
に
４
日
間
、
霞
ヶ
浦

海
軍
航
空
隊
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

1944

年
度
、
勤
労
奉
仕
作
業
に
多
く
動
員
さ
れ

た
の
は
３
年
生
以
上
で
し
た
が
、
多
く
は
ク
ラ

ス
単
位
の
行
動
で
、
教
員
が
引
率
・
巡
回
・
作

業
監
督
を
行
い
ま
し
た
。
１
回
の
作
業
は
４
日

か
ら
10
日
ほ
ど
で
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
１

週
間
く
ら
い
は
登
校
し
て
授
業
を
受
け
、
そ
れ

か
ら
ま
た
勤
労
奉
仕
作
業
を
行
う
と
い
っ
た

日
程
で
し
た
。
４
・
５
年
生
は
同
一
行
動
を
取

る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
３
年
生
の
作

業
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、
日
程
が
調
整
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
学
生
の
本
分
た
る
学
び
の
時
間

は
益
々
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
生
徒

た
ち
は
一
言
の
不
満
も
漏
ら
さ
ず
、
お
国
の
た

め
、
銃
後
の
務
め
と
し
て
総
力
を
挙
げ
て
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

通
年
動
員 

1944

年
２
月
、
戦
局
は
い
よ
い
よ
不
利
に
な
り
、

政
府
は
、
同
月
25
日
、
閣
議
に
お
い
て｢

決
戦

非
常
措
置
要
綱｣

を
決
定
し
、
国
民
生
活
の
各

分
野
に
亙
っ
て
当
面
の
非
常
措
置
を
定
め
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
前
月
の
閣
議
決
定
は
根

本
的
に
修
正
さ
れ
、
中
等
学
校
程
度
以
上
の
学

徒
は
、｢

今
後
一
年
、
常
時
之
ヲ
勤
労
其
ノ
他

非
常
勤
務
ニ
出
動
セ
シ
メ
得
ル
組
織
体
制
ニ

置
キ
、
必
要
ニ
応
ジ｣

動
員
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
３
月
、｢

決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基

ク
学
徒
動
員
実
施
要
綱｣

が
出
さ
れ
、
動
員
の

基
準
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
お

い
て
、 

(1) 

学
徒
の
通
年
動
員 

(2) 

学
校
の
程
度
・
種
類
に
よ
る
学
徒
の
計
画

的
適
正
配
置 

(3) 

教
職
員
の
率
先
指
導
と
教
職
員
に
よ
る

勤
労
管
理 

等
が
強
調
さ
れ
、
文
部
省
は
こ
の
決
定
に
基
づ

い
て
詳
細
な
学
校
別
動
員
基
準
を
作
成
し
、
３

月
末
に
全
国
に
指
令
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
全
国
の
学
徒
は
、
４
月
半
ば
か
ら
、
通
い
慣

れ
た
校
舎
か
ら
続
々
と
軍
需
工
場
へ
動
員
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
４
月
、
文
部
省
は｢

学
徒

勤
労
動
員
実
施
要
領
ニ
関
ス
ル
件｣

を
指
令
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
作
業
場
を｢

行
学
一
体
ノ

道
場｣

た
ら
し
め
、
学
徒
の｢

奉
公
精
神
、
教
養

規
律
ニ
ヨ
リ
、
作
業
場
ヲ
純
真
且
明
朗
ナ
ラ
シ

ム
ル
コ
ト｣

を
要
請
し
、
教
職
員
の｢

率
先
垂
範

陣
頭
指
揮｣

を
強
調
し
た
も
の
で
し
た
。
更
に

５
月
、
文
部
省
は
、｢

勤
務
時
間
中
軍
事
教
育
、

教
授
訓
育
等
ノ
タ
メ
一
週
六
時
間
ヲ
原
則
ト

ス
ル
時
間
ヲ
設
ク｣

べ
き
こ
と
を
指
示
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
７
月
９
日
に
は
サ
イ
パ
ン
島
が

陥
落
す
る
等
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
反
攻
は
熾

烈
を
極
め
、
我
が
国
の
劣
勢
、
特
に
航
空
戦
力

の
絶
対
的
不
足
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
政
府
は
、
７
月
11
日
、｢

航
空

機
緊
急
増
産
ニ
関
ス
ル
非
常
措
置
ノ
件｣

を
決

定
し
、
学
徒
動
員
の
強
化
を
そ
の
た
め
の
一
措

置
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て

文
部
省
は
同
月
、｢

学
徒
勤
労
ノ
徹
底
強
化
ニ

関
ス
ル
件｣

を
通
牒
し
、 

(1) 

１
週
６
時
間
の
教
育
訓
練
時
間
の
停
止

(2) 

国
民
学
校
高
等
科
児
童
の
継
続
動
員 

(3) 

供
給
不
足
の
場
合
の
中
等
学
校
低
学
年

生
徒
の
動
員 

 
 
 
 
 
 

 
 

(4) 

深
夜
業
を
中
等
学
校
３
年
生
以
上
の
女

子
学
徒
に
も
課
す
る
こ
と 

 

(5) 

出
動
後
２
ヶ
月
経
た
な
い
学
徒
に
も
深

夜
業
を
課
す
る
こ
と 

等
を
指
令
し
ま
し
た
。 

８
月
、｢

学
徒
勤
労
令｣

が｢

女
子
挺
身
勤
労

令｣

(注 2)

と
同
日
に
公
布
さ
れ
、
学
徒
動
員
の
法

令
上
の
措
置
が
決
定
し
ま
し
た
。
動
員
は
徹
底

的
に
強
化
さ
れ
、
11
月
に
は
夜
間
学
校
の
学

徒
や
病
弱
の
た
め
動
員
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

た
学
徒
の
動
員
ま
で
も
が
指
令
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
12
月
に
は
、
中
等
学
校
卒
業
予
定
者
の

勤
労
動
員
継
続
の
措
置
が
決
ま
り
、
翌
年
３
月

卒
業
後
も
引
き
続
い
て
学
徒
勤
労
動
員
を
継

続
さ
せ
る
た
め
に
、
中
等
学
校
に
付
設
課
程
を

設
け
、
こ
れ
に
進
学
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

1945

年
、
戦
局
が
い
よ
い
よ
逼
迫
し
た
た
め
、

政
府
は
３
月
、｢

決
戦
教
育
措
置
要
綱｣

を
定
め
、

｢

国
民
学
校
初
等
科
ヲ
除
キ
、
学
校
ニ
於
ケ
ル

授
業
ハ
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
ヨ
リ
昭
和
二

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ニ
至
ル
間
、
原
則
ト
シ

テ
之
ヲ
停
止
ス
ル
」
こ
と
と
し
、
５
月
22
日

に
公
布
さ
れ
た
「
戦
時
教
育
令(

勅
令
第
320

号)｣

に
よ
っ
て
、
通
年
動
員
が
正
式
に
法
制
化

さ
れ
ま
し
た
。
同
令
は
、
措
置
の
終
了
期
限
を

定
め
ず
、
更
に
教
育
勅
語
を
引
用
し
た
上
諭
を

付
し
、
学
徒
に
対
し
本
土
決
戦
に
参
加
し
、
国

家
に
対
す
る
最
後
の
奉
公
を
行
う
こ
と
を
義

務
付
け
た
も
の
で
、
我
が
国
教
育
の
玉
砕
を
意

味
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

軍
需
生
産
・
食
糧
増
産
・
対
空
防
衛
に
動
員

さ
れ
た
学
徒
の
数
は
、
1945
年
7
月
に
は
343
万

人
に
上
り
ま
し
た
。
学
徒
動
員
に
よ
る
死
亡
者

は
10,966
人
【
8,953

人
の
原
爆
死
亡
者
を
含
む
。
】
、

傷
病
者
は
9,789

人
に
及
ん
で
い
ま
す
。 

 

(注 1)
勤
労
即
教
育 

1938
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
学
生
・
生
徒
の
勤
労
奉
仕
は
、

1944
年
の
破
滅
的
な
通
年
勤
労
動
員
に
ま
で
拡
大
さ
れ

た
が
、
文
部
省
は
そ
れ
を
合
理
化
す
る
た
め
に｢

勤
労

即
教
育｣

と
主
張
し
た
。 

(注 2)
女
子
挺
身
勤
労
令 

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
後
期
、
戦
争
に
よ
る
労
働
力

不
足
を
補
う
た
め
、
1943
年
に｢

女
子
勤
労
動
員
促
進｣

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
の
を
受
け
、
翌
年
、
女
子
挺
身

隊
が
結
成
さ
れ
た
。
挺
身
隊
は
、
地
域
・
職
域
・
学

校
別
に
組
織
さ
れ
、
20
～
40
歳
の
未
婚
女
子
の
職
場

進
出
が
図
ら
れ
た
。
翌
年
３
月
か
ら
は
強
制
的
に
な

り
、
８
月
に
は｢

女
子
挺
身
勤
労
令｣

が
公
布
さ
れ
て
、

14
～
40
歳
の
内
地(

日
本
国
内)

女
性
の
動
員
が
義

務
付
け
ら
れ
、
違
反
者
に
は
１
年
以
下
の
懲
役
又
は

1000
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
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